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算数科学習指導案
那覇市立仲井真小学校

平成１４年６月４日（火曜日）

６年全学級

１ 単元名 「比べ方を考えよう」

２ 単元目標

○ 異種の２つの割合としてとらえられる数量について、その比べ方や表し方を理解し

それを用いることができる。

３ 単元の評価規準

算数への関心・意欲 数学的な考え方 数量や図形について 数量や図形につい

・態度 の表現・処理 ての知識・理解

・単位量あたりの考え ・異種の２つの量につ ・単位量あたりの考 ・速さの意味や速

を用いると、数値化 いて、割合の考えを えを用いて混み具 さの公式を理解

して比較できること 用いて表し方や比べ 合や速さを比較す する。

のよさに気づき、 方を考える。 ることができる。

進んで生活に生かそ

うとする。

４ 単元について

「単位量あたり」の考えは、２学年の乗法の導入、３学年の除法の導入などで扱って

いる。そこでは、１箱あたり６個というように分離量あたりであるため、単位量をとる

のが自然である。そのため、わざわざ「単位量あたり」を意識して考える必要がなかっ

た。その点、本単元で扱う単位面積あたりや単位時間あたりのような連続量の場合は、

丁寧な導入が必要である。また、児童の中には「あたり」という言葉そのものに抵抗を

感じるものもいる。分離量、連続量の橋渡しになるものとしては、品物のどちらが安い

かをくらべるのに、１個あたり、１ あたり、１リットルあたりの値段を考える場合m

があり、５学年で学習している。

異種の量の割合として、１ あたりの収穫や密度などもよく用いられる。しかし、m ２

いずれにしても、児童にとっては、新しい内容であり、考え方も複雑である。したがっ

て、学習の素地として児童が持っているこれらに関する素朴な概念を概住の生活経験を

通して、どのように開発し、数量化する方向にもっていくことが大切である。

ここでは、まず面積が等しければ人数の多い方が混んでいる。人数が等しければ面積

の小さい方が混んでいる、ということを理解させる。そして、面積や人数の違う場合や

人口密度において、一方に揃える考えに結びつけていき単位量あたりの大きさで比較す

る良さを感じ取らせたい。



- 2 -

５ 指導について

( ) 本時の指導1

児童にとってこの単元は、異種の２つの量の割合で示される量であるため、その量

、 、 、「 」 、の比べ方や 表し方 つまり 単位量あたり の考え方について複雑であると感じ

抵抗が大きいと言える。

そこで、小単元終了後の、習熟の過程を充実させることにより確実な学習の定着を

図るため課題選択の形で学年ＴＴを設定した。それぞれのつまずきを個々の児童が受

け止め、充実できるよう４つのコース別学習活動を設け指導改善にあたりたい。

学ぶ楽しさを味わわせる工夫A

・自分の課題を自分で見つけ（チャレンジカルテ 、コースを自分で選択する。）

・生活に生かせる場面の設定。

② 算数的活動の工夫

・問題場面や算数用語の補足として操作活動を通して理解させる。

・簡単な数値から類推させる。

・数直線など考えの手だてによる演算決定の方策。

③ 個人差への対応の工夫

・少人数で、自分にあった問題を丁寧に学習できる環境。

④ 評価の工夫

・学習感想 ・相互評価（問題作り ・形成評価）

( ) 児童の実態2

・全般に算数への身構えができており、授業態度も落ち着いている。

・明るく、素直で発表態度がよい。

・家庭学習の習慣が充分でないため、反復学習を要する子の割合が大きい。

「 」 （ ）単位量あたりの大きさ レディネステストの結果 ５月１７日実施調査人数８１名

問題のねらい 正答率( 考察％)

・前単元である「平均」の正答

◎平均を求めることができる。 ９８ 率が高いのに比べ 「～あた、

り」への抵抗が大きい。これ

◎１冊あたりの値段を計算で求められる ７３ は、２年の乗法・３年の除法

の導入時において「分離量あ

◎「１リットルあたり」と「１ あた たり」で取り扱われ、さらにm ２

り のように 単位にする量を変えて ５８ ５年でも扱われている。除法」 、 、

除法の立式ができる。 と乗法の関係を理解させると

ともに、演算決定ができる方

◎（未習）単位量あたりの考えを用いて ３２ 策が必要である。

混み具合を比べることができるか。

本校の６年生の児童は、算数における指導方法改善加配の経験は初めてである。これ

まで学級単位での一斉授業を主体としてきたので、学級内において問題解決学習の学習

スタイルに重点を置き、本単元から等質による少人数指導や習熟の程度に応じた課題選

択学習を経験することになる。
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( ) ５教材の関連と発展3

４年 ６年 中学

１年概数の表し方 平均

・概数の意味と表し方 ・平均の意味とその求め方 ・比例、反比例

・四捨五入の意味と表し ・代表値としての平均 （式、グラフ）

方

本単元 単位量あたりの大きさ

・単位量あたりの考え方とその

用い方

・人口密度の意味とその求め方

・速さの意味とその求め方

（時速、分速、秒速）

・ 速さに関する公式

・ 作業の速さ

⑦比例

・比例の意味とその特徴

・比例のグラフ

《基礎的・基本的事項》

概習事項

「 」２年 かけ算

◎乗法の意味について理解し、それを用いることができる。

○乗法が用いられる場合について「１つ分の大きさ 「いくつ分」を捉えて考え」

ることができる。

○被除数、乗数、積の関係や交換法則などの乗法について成り立つ性質やきまり

をとらえることができる。

３年 「わり算

◎除法の意味について理解し、それを用いることができる。

○答えを用いる手続きの同一性などから等分除と包含除として統合的に捉えるこ

とができる。

○ 除法が用いられる場合（等分除、包含除）を式で表すことができる。
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６ 指導計画、評価計画 小単元： 単位量あたりの大きさ」「

「指導方法改善」へのアプローチ 学 習
指 導 目 標 評 価 規 準

工 夫 手立てと具体的方法 形 態

１ ○「こんでいる、すいてい 興味・関 ・混んでいる場面とすいている場面の写 一斉→個 ・面積とにわとりの関係を調べて、混み具
る」ということの意味を 心を持た 真やイラストを拡大し、それぞれの場 別→一斉 合を調べようとする （関心・意欲）。
理解する。 せる工夫 面をいろいろな角度から話し合いを工 ・単位量あたりの考えを用いて、混み具合。

２ ○混み具合の比べ方を理解 夫し、意味のイメージを確実にする。 の比べ方を考えている （考え方）。
する。 ・イラストから情報として表に表す作業 ・単位量あたりの考えを用いて比較するこ

を通して めあて への焦点化を図る とができる （表現・処理）「 」 。 。
○面積、にわとりの数が異 理解させ ・片方が共通の場合から２量が異なる場 ・混み具合を、単位量あたりのにわとりの
なる場合の混み具合の比 る工夫 合の比較検討を十分練り合わせる。 少人数 数やにわとりの１羽あたりの面積を調べ
べ方を理解する。 比べる方法を理解している(知識・理解)

３ ○人口密度の意味とその求 理解させ ・単位量あたりの考えを２つにしぼり、 少人数 ・人口密度を求めることができる (表・処)。
め方を理解する。 る工夫 より比べやすい方法の吟味を重視し、 ・人口密度の意味を理解している (知・理)。

人口密度につなげる。

４ ○単位量あたりの大きさと 理解させ ・単位量あたりの考えを想起させ、取れ 少人数 ・いろいろな場合に単位量あたりの大きさ
その用い方を理解する。 る工夫 高や損得などにも同じ考えが使えるこ が適用できることに気づいている (考え方)。

とに気づかせる。 ・単位量あたりの大きさの考えを用いるこ
とができる （表現・処理）。

５ ○単位量あたりの大きさと 理解させ ・数や数直線を道具として使えるように 少人数 ・単位量あたりの考えを用いて、全体の量
その用い方を理解する。 る工夫 する。 を求めることができる （表現・処理）。

・１あたり量、いくつ分、全体の量のど
の部分を求めるかを明確にし、演算決
定のよりどころとする。

６ ○学習内容の理解を確認す 理解させ ・ﾁｬﾚﾝｼﾞｶﾙﾃによる目標別問題を解くこ 少人数 ・異種の２量について、割合の考え用いて
る。 る工夫 とにより、自分のつまづきを再確認し 表し方や比べ方を考えることができる(考)

て、再ﾁｬﾚﾝｼﾞする意欲をもたせる。 ・単位量あたりの考えを用いて、混み具合
を比較することができる （表現・処理）。

７ ○学習内容に習熟する。 定着させ ・自分のつまづきから習熟の程度に応じ 少人数 ・異種の２量の割合の意味とその求め方を
８ ○学習内容の理解を深める る工夫 たコースでの学習活動をする。 (学年 ) 理解する （知識・理解）。 。TT
○算数への興味を広げる。 （４つのコース） ・単位量あたりの考えを用いると、数値化

して比較することのよさに気づき進んで
９ ○学習内容を診断する。 一斉 生活に生かすことができる (関心・意欲)。
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７ 本時の指導
( ) ねらい1
学習内容に習熟させ、理解を深める。

( ) 授業仮説2
一人一人の習熟の程度に応じた課題別の指導の場を設定することにより、学習内容の理解が深

まるであろう。

( ) 本時の展開3

時 学 習 の 流 れ

は じ め目

標

を

オリエンテーション持

つ

５

分 単位量あたりの

考えコース こみぐあいコース 人口密度コース ジャンプ コース

課 題 課 題 課 題 課 題

学

ぶ 補充 補充 補充 補充

35 N O N O N O N O
分 できたか できたか できたか できたか

YES YES YES YES

課題２ 課題２ 課題２ 課題２

補充 補充 補充 補充

N O N O N O N O
できたか できたか できたか できたか

振

YES YES YES YESり

返

り 学習感想 学習感想 学習感想 学習感想

５

分

授業の振り返り

( ) 各コースの人数4
コース 人 数

単位量あたりの考えコース １２

こみぐあいコース ２０

人口密度コース ２０

ジャンプコース ３７
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単位量あたりの考えコース指導案

( ) 授業仮説1
数直線や表を活用させることによって、演算決定ができ、単量あたりの大きさとその用い方を

理解することができるであろう。

( ) 本時の展開2

学 習 活 動 □支援、■評価指導の過程のねらい

１ オリエン １ 今日のめあてを確認する。 □課題解決するねら

テーション いを共通確認し意

欲付けを図る。

２ 問題把握 ２ 問題を把握する

問( ) □１ の実大図を1 m2

かべに１ｍ あたり２ のペンキをぬります。 提示し、興味・関２ å

７ のかべにぬるには、何 のペンキが必要 心をもたせる。m2
å

ですか。 □表と数直線を提示

し、どの部分を求

３ 自力解決 ３ 表や数直線を用いて考える。 める問題問題なの

○表を用いて ○数直線を用いて かを考えさせる。

０ ２ ？ ■表や数直線を使っ
量（ ） ２ ？ て考えている。å

（数学的な考え方）
面積( ) １ ７ ０ １ ７m2

(１単位量あたり×いくつ分＝全体)

å比較検討 式 ２×７＝１４ 答え１４

問( )2
かべ１ をぬるのに、ペンキを 使いまm 2.52

å

す。 のペンキでは、何 のかべをぬること40 må
2

ができますか。

○表を用いて ○数直線を用いて ■表や数直線を使う

０ と解きやすいこと2.5 40
量（ ） がわかる。å 2.5 40

（知識・理解）
m ?面積( ) １ ０ １

2

(全体÷１あたり量＝いくつ分） ■単位量あたりの考

式 ÷ ＝ 答え えを使って、問題40 2.5 16 16m2

４ 適応問題 ４ 適応問題を自分の力で解く。 を解くことができ

る （考え方）。

５ 感想を書く ５ 感想を書く。 □本時のめあてや友

達の考え、単位量

６ 相互交流をす ６ 感想を発表したり、聞いたりして単位量あたり あたりの考え等を

る。 の考えを理解する。 中心に書かせる。
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こみぐあいコース指導案
( ) 授業仮説1
○ 面積や人数がどちらも異なる場合の混み具合を、具体物を操作しながら式と照らし合わせ

ていくことで、１単位量あたりを使った計算に慣れ、式を使った計算の便利さにも気付く

ことができるであろう。

( ) 本時の展開2
指導の過程とねらい 学 習 活 動 ◇支援・ ◆評価

１ オリエン １今日のめあてを確認する。 ◇課題選択をするねらい

テーション を共通理解し、意欲づけ

を図る。

２ 問題把握 ２問題を把握する。 ◇児童の日常から想像し

●どの家の子ども部屋が広いと言えますか？ やすい場面を設定するこ

部屋の広さ ｍ 子どもの数 人 とで、問題に対する親近（ ） （ ）２

金城家 １５ ６ 感を覚えさせる。

佐々木家 ８ ４ ◇具体物を提示し、視覚

的にも問題を捉えやすく

３ 自力解決の手順 する。

３ 自力解決 （１）頭の中で考えて、どちらが広いか決める。 ◆考えようという姿勢が

比較検討 （２）頭の中でどういうことを考えたのか、発 ある。(関心・意欲・態

表したりノートにまとめたりする。 度)

（３）友達と一緒に具体物を動かしながら答え ◆自分の考えを示そうと

を見つけだす。 いう姿勢がある(関心

（４）１単位あたりの計算を使って問題を解く。 ・意欲・態度)

金： ◇教師も積極的に具体物15÷6＝2;5
一人あたり もらえる 操作や式の提示に関わ2.5m ２

佐： る。8÷4＝2
一人あたり２ もらえる ◇具体物操作と式の数字m ２

の意味を結びつけて説明

する

４ 適応問題 ４適応問題（課題２）を自分の力で解いてみる。 ◇児童の実態から、今回

、 。※問題の内容を変える程度で、難易度は上げな は 一つのやり方で解く

い。 ◇児童の思考を助ける図

入りの問題用紙を配布す

る。

◆単位量あたりの計算を

使って問題を解くことが

できる （表現・処理）。

５ 感想を書く ５感想を書く。

・友達の問題の内容、テーマ、単位量あたりと

生活の関わり

６ 相互交流をする ６感想を発表したり、聞いたりして単位量あたり

考えを理解する。
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人口密度コース指導案

( ) 授業仮説1
面積と人口の関わりを具体物を操作しながら視覚的に訴えることにより、人口密度の意味や求

め方が理解できるであろう。

( ) 本時の展開2

学 習 活 動 □支援、■評価指導の過程のねらい

１ オリエン １ 今日のめあてを確認する。 □課題解決をする

テーション ねらいを共通理解

し、意欲付けを図

２ 課題確認 「人の混み具合」＝『人口密度』 る。

人口の混み具合→人口密度→１ ｍ あたりの人口K ２

を人口密度という。

人口÷面積（ ｍ ）＝人口密度K ２

３ 問題把握 ３ 下の表は、国場と上間の面積と人口を示したもの □私たちの住む町

教具を通して視 です。人の混み具合を求めましょう。 を比べよう。

覚的効果で人口 ア 表にする。 ■単位量あたりの

密度を知る。 人口 面積( ) 人口 イ 正方形のﾎﾞｰﾙ紙 考えを用いて考km2

を として教 える。1km2

国場 ４ １２ 具７枚、 個のﾏ (数学的な考え方)18
ｸﾞﾈｯﾄを 人とし □具体物を通して18

上間 ３ ６ て捉える。 人口密度を知

る。

４ 検討

人口密度及びそ ４ 検討の結果から 国場 ４マス マグ１２個

の求め方を理解 １マス マグ３個

する。 上間 ３マス マグ６個 ■人口密度の求め

１マス マグ２個 方を理解する。

５ 適用

５ 適応問題

６ 感想を書く

６ 感想を書く

７ 相互交流をす

る ７ 感想を発表したり、聞いたりして単位量、人口密

度を理解する。
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ジャンプコース指導案
( ) 授業仮説1
「どちらがお買い得？」をテーマに問題作りをし、友達と互いに解き合う活動を取り入れること

により、より「単位量あたり」で比べることのよさが明らかになり、学習内容の理解が深まるであ

ろう。

( ) 本時の展開2

学 習 活 動 □支援、■評価指導の過程のねらい

１ オリエン １ 今日のめあてを確認する。 □課題解決するねら

テーション いを共通確認し意

欲付けを図る。

２ 問題把握 ２ 大小２つのジュースのパックを見て、問題を作 □日常生活の中から

みんなで問題 る。 の事象を取り上げ

を作る。 ( ) テーマを知る。 ることにより興味1
「どちらがお買い得？」 ・関心をもたせ

・既習事項の確認 ( ) 何がわかれば解けるのか。 る。2
値段とジュースの量 ■物を買うときの損

( ) みんなで問題を作る。 得について考えよ3
うとする。

大きいパックは で 円、小さい (関心・意欲・態度)５００ １２０ã

パックは で 円です。２００ ５２ã

どちらがお買い得でしょう。

単位量あたりの ( ) 比べるにはどうすればよいか。 ■単位量あたりの4
考えを用いる。 ① １ あたりの値段で比べる。 考えを用いることã

② １円あたりのジュースの量で比べる。 ができる。

( ) 問題を解く。 （数学的な考え方）5
１ あたりの値段 １円あたりの量単位量あたり ã

120 500 = 0.24 500 120 = 4.16大きいﾊﾟｯｸ ÷ ÷

ã0.24 4.16円

52 200 = 0.26 200 52 = 3.84小さいﾊﾟｯｸ ÷ ÷

ã0.26 3.84円

大ﾊﾟｯｸがお買い得 大ﾊﾟｯｸがお買い得

３ 自分で問題を ３ 問題を作って解く。 □生活の場面を想起

作る。 ・数値、物、場面を変える。 させ、問題を作ら

４ 友達と問題を ４ 友達の問題を解く。 せる。

交換して解く。

５ 感想を書く。 ５ 感想を書く。 ■単位量あたりの考

友達の問題の内容、テーマ、単位量あたりと生 えが生活の中に生

活との関わりを考える。 かせる。

６ 相互交流をす ６ 感想を発表したり、聞いたりして単位量あたり (関心・意欲・態度)

る。 の考えを理解する。
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